
札幌市エコスクール宣言校

（園） 市立札幌北翔支援学校 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

未来の札幌を考える【環境】 

【環境】キャラクター「ちっきゅん」 

 

 

 

  

  

「さっぽろっ子環境ウイーク」における SDGｓアクション 
 

 SDGsアクション  

「生徒会活動」 

 「メモ用紙作り」では紙を切る担当と表紙・裏表紙を

作成する担当に分かれ、補助具等を使用して生徒の力で

作業できるようにしています。完成後は事務室に届け、

校内で有効活用しています。 

 

「花いっぱい運動」 

 学校の敷地内に花を植える活動に取り組みました。育

った花は観察したり香りを楽しんだりする他、作品作り

にも活用されています。 

 

「ゴミ箱の工夫」 

 校内のすべてのゴミ箱に、可燃ごみと資源ごみを分け

て捨てられる工夫がなされています。また、職員室には

７種類のゴミ箱があり、ゴミの分別が手軽にできる工夫

がなされています。 

 次年度の取組に向けて  

 

 

 宣 言  

「無理なく無駄なくエコ活動」 
 

今年度の「花いっぱい運動」では、地域の方々と取り組んできた活動を再開することができました。次年

度からも多くの方に協力を得ながら、安心安全に活動ができるように計画をしていきます。また、障がいの

重い子どもたちが無理なく取り組むことができるエコ活動とは何かを考え、工夫して取り組んでいきたいと

思います。 

年間を通じて、生徒会活動で職員室にリサイクル可能な A4 紙を回収する箱を設置し「メモ用紙作り」

に取り組んでいます。図工や美術の学習では、畑で育てた野菜や花壇で育てた花を使った作品作りに取り

組んでいます。 

また、学校のゴミ箱を工夫し、ゴミの資源化を徹底しています。 

身の回りにある物や事に目を向け、ゴミとして捨てられる物を有効な資源として再利用

するためにどのように取り組むのか、自分たちのできるエコ活動を考えて実践します。 

 計 画  

 

実現を目指

す目標 

アイコン 

可燃ごみ 

資源ゴミ 


